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センダン植栽の普及を目指して！

• 高速林業（細川元熊本県知事の提案）

• 樹種の選択（熊本県林業技術センター）

• 芽かき育林技術の開発

• 実際の林地、耕作放棄地への植栽

• 優良系統の選抜増殖の方法（母樹園造成）

• 苗木の生産とＭＣ苗の生産技術開発（植栽時
期の多様化と省力化 一貫システム）

• 施肥技術の向上と雑草抑制の両立



せんだん植栽候補地

１ 耕作放棄地 水田跡

畑地跡

２ 林地再造林 作業道 集材路沿い

３ 土木工事 災害復旧工事に伴う

残土処理場





農地植栽の ２つの縛り

１ 農業振興地域の整備に関する法律

２ 農地法

① 非農地証明を取得（現状が農地でない事）
一般に AとBに分類され 農地として復元可能なA

復元不可能なBと表現される。

② 非農地証明Bを 該当市町村の農業委員会が証明すれば

植栽は 可能だが、将来的には 地目の変更が必要となる。



ミカン廃園へのせんだん植栽

着工前の状態 施工中



研修を兼ねての植栽夏芽かき指導

植栽作業 夏芽かき





皆伐地における、センダンの植栽

• 皆伐地全体からの、適地の選択

• 新規集材路沿いに、センダンを植栽する。

（集材路の崩壊を、防ぐ。早くに、根茎が発
達し、伐採根が腐る前にのり面を守る事ができ
るのではないか？）

杉、檜の伐採前に、センダンは収穫ができ、

集材路が再整備が出来る。



集材路沿いの植林

植林候補地 植林後４年



治山 治水 自然環境回復の為の
せんだん植栽



土木工事 災害復旧工事に伴う
残土処理場への植栽



現在の 基本的施肥方法

ウッドエース１号 ７５ｇ（5個）

適宜 増量可 IBS1号（７０ｇ～１２０ｇ）



残土処理場

植栽完了 春芽かき作業



センダン植栽の普及のカギ

① 芽かき作業の必要性 簡略化

夏芽の出難い系統の選抜

② MC苗の利用による、周年植栽を

可能にする。（一貫システムに乗せる。）

③ 施肥方法の改良で、下刈り回数を

軽減する。

コスト低減につながる育林方法の構築











天然のセンダン 芽かきせんだん









耕作放棄地への植栽
注意点

• 農林業という言葉があるが、センダンの耕作
放棄地への植栽の場合は、

• ２年間は、農業の視点から、管理

• ３年目からが林業としての管理

• 合わせて、農林業



下刈の遅れによる被圧及び
害虫食害の懸念（センダンこぶ病）



適正な下草管理



鳥取県東部森林組合の取り組み
水田の耕作放棄地への植栽



芽かき研修



母樹園造成事業



ＭＣ苗



国産広葉樹の活用

SOUSEIのブランドで、商品
開発 マンション室内に、温もりを



耕作放棄地が、将来の里山へ

• 中山間地や、限界集落と言われる地区にお
いて、耕作放棄地は、近い将来、里山（林縁
地）となる。

• その管理が、治山治水、獣害被害対策

において、重要な地帯となるのは、必然であり、

その管理においては、その地区全体で取組むことが
必要となる。

生まれ育ったわが故郷が、荒れ果てた土地とならぬよ
う願うばかりである。
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